
・

も

、

，
池

．

ニュース・，
．．． 

。
大
臣
官
房
調
査
統
計
課
．．． 
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一
九
八
二
年
度
大
学
新
卒
者
の
諸
特
性
（
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
）
／
総
合
制
学
校
修
了
証
の
州
間

の
相
互
承
認
（
西
ド
メ
＇
ツ
）
／
9

-

高
校
第
二

•
第
三
学
年
の
新
し
い
教
育
課
程
二
国
民

の
三
割
は
ま
る
で
本
を
院
ま
な
い
（
フ
ラ
ン
ス
）

／
三
歳
か
ら
の
教
育
を
無
償
化
（
イ
ス
ラ
H

ご

鬱
文
部
省
の
ま
と

昭
和
五
八
年
度
文
部
雀
所
管

概
算
要
求
の
概
要
・
。
．．．．．．． 
…
大
臣
宣
房
会
計
課
：
8
0
3
8
3

昭
和
五
七
年
度
警
瞑
基
本
調
査

遼
翫

．．
 
：゚
o
o
.
.
.
 

。
。
・
…
…
・
・
大
臣
宣
房
胴
査
統
計
諜
・
・
e
8
6

昭
和
五
八
年
度
の
国
公
立
大
学
第
二
次
試
験
の

概
要
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…

•
0
0
0・
大
学
局
大
学
課
：
．
8
0
9
8
9

八
二
回
分
叡
を
前
編
＞

表
紙
小
林
敏
子

カ
ッ
ト
内
部
敬
生

名
作
シ
リ
！
ズ

鬱
四
季
花
鳥
図
屏
風

（
解
説
原
田
実
：
°
，
2

9

)

第
二
回
世
界
文
化
政
策
会
議
に
出
席
し
て
゜
…
，
＇
…
…
…
…
…
内
藤

中
学
。
高
校
生
の
数
学
成
績
と
諸
条
件
・
，
．．．
 
と
、

．．．．．． 
：゚

田

利
夫
：
o

．75

貞
．．． 
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公
民
館
活
勘
の
展
開
：
．．
 
ooo., 

大
都
市
に
お
け
る
公
民
舘
活
動

他
の
社
会
敦
育
施
設
と
追
携

新

ニ

テ

ィ

形

成

と

公

民

館

の

役

割

公
民
館
に
お
け
る
新
し
い
事
業
の
開
発

▽
解
説

統

計

で

る

公

民

誼

の

現

状

；
~
し
』
~
ー
·
1

／
 

-
>
施
設
紹
介

…
…
社
会
敦
育
局
社
会
敦
育
課
…
茄

9
,
'
i
 

田
県
西
仙
北
町
中
央
公
民
誼
；
．
48

荷
J

IIr 

吉・
e.51

民
館
活
動

…
…
…
…
・
:
こ
・
・
広
島
県
大
野
町
中
央
公
民
館
：
．
岳

,_•J

,•9,' 

~
 

米
飯
給
食
実
施
状
況

…
…
…
…
体
育
局
学
校
給
食
課
：
90191

文
敦
施
策
連
絡
協
議
会

全
国
三
地
区
で
開
催

…
•
゜
．
…
…
·
：
大
臣
宣
房
企
画
室
・

0
.
9
5

鬱
文
部
時
報
表
紙
絵
募
集
…
…
•
:
2
1

文
化
財
紹
介
鬱
白
地
葵
紋
檜
葉
草
花
模
様

辻
ケ
花
染
胴
服

（
河
上
繁
樹
）

一
浦
清
一
郎
°:30030

生
涯
教
育
と
公
民
館
・0

·…
…
…
…
…
•
•
。

... oo.,…•………·o 

.. 
……。・・。：木田

▽

座

談

会

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
：
…
…
…
•
゜
…
…
…
…
…

（
出
席
者
）

籐
原
元
木

、
コ
ミ
ュ

し

健
心

特
集
員
学
習
社
会
と
公
民
鱈

二

六

四

治
郎
：•
•
2
4

昭
和
五
十
七
年
九
月

。
山
本
恒
夫

S
高
橋
三
千
男

（
司
会
）
田
中

8
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昭
和
三
五
年
に
専
任
公
民
館
長
任
命
、
町
は
昭
和
四
五
年
に
市

『

1
9
9
9
1
9
9
9
9
9
1
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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,
,
9
9
9
.
,
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
9
9
9
9
:
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1
9
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

目
i
女
f
ヽ

,i
l
i1
:
|
1
_
I
I
I
'
’
,
1
|
:
9
ー

|
l
l
ー

ー

1

|

|

'

(

'

鼻

甕

公
民
館
は
社
会
教
育
機
関
で
あ
見
社
交
娯
楽
機
関
で
あ
り
f

自
治
振
興
概
関
で
あ
り
f
産
業
振
輿
機
関
で
あ
り
f
青
年
養
威
機

ら
の
機
能
の
総
合
さ
れ
た
町
村
振
興
の
中
心
機
関
で
あ
る
。

私
は
こ
の
趣
旨
に
共
鳴
し
、
助
役
と
公
民
餡
長
と
の
聰
務
区
分

も
考
え
ず
に
町
作
り
応
励
ん
元
。

檬
能
を
持
た
し
め
て
運
営
す
る
事
が
で
き
る
足
要
す
る
に
そ
れ

関
で
あ
り
、
そ
の
他
町
村
に
お
い
て
必
要
と
思
え
ば
、
尚
色
々
の

寺
中
氏
は
元
内
務
官
僚
だ
か
ら
あ
の
よ
う
な
発
想
に
な
っ
た
の

き
る
も
の
で
な
い
。

記
し
て
い
る
。

強
閏
さ
れ
る
生
涯
教
育
心
教
育
の
頷
域
だ
け
で
目
的
を
達
成
で

だ
、
と
言
う
人
が
あ
る
が
、
あ
れ
が
本
当
で
あ
る
。
私
も
同
じ
ょ

「
公
民
館
と
は
ど
ん
な
機
詣
を
持
つ
か
」
の
中
に
次
の
よ
う
に

あ
っ
て

日
本
を
民
主
化
す
る
原
動
力
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
に
住
む
す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
す
る
の
が
行
政
の
目
的
で
あ

り
f
教
育
の
目
的
忠
そ
れ
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
4

／
い
。

特
に
近
年

、
る
。

し

公
民
館
は
旋
設
と
人
と
精
神
が
結
合
し
て
で
き
た
槻
関
で

人
間
は
す
べ
て
幸
迂
を
求
め
て
い
る
。

い
い
地
域
を
作
り
、
そ

る
。
公
民
館
に
は
町
村
民
の

り
、
郷
土
の
振
輿
こ
民
主
王
義
実
践
の
理
想

て
躍
動
し
て

の
だ
が

私
は
公
民
館
を
利
用
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

町
村
公
民
の
自
治
精
神
が
宿

ま
い
か
ら
、

と
い
う
理
由
ら
し
い
。
公
民
館
に
利
用
さ
れ
て
い
る

う
自
治
体

つ
い
て
居
り
f

背
後
に
は
町
村
民
が
控
え
て
い

う
な
丸
の
で
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
公
民
館
を
見
直
し
て
｛

い
る
。
そ
し
ご
自
治
大
臣
を
経
験
し
た
小
川
文
部
大
臣
に
、
見
―

直
し
再
発
足
す
べ
き
公
民
館
の
振
興
を
大
き
く
期
待
し
て
い
る
。
一

（
全
国
公
民
館
連
合
会
副
会
長
・
豊
栄
市
長
）
一

'
`
9
9
9
9
9
9
9
9
,
.
9
9
9
9
9
9
1
9
9
9
;
9
9
1
9
9
9
9
9
_
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
.
l
'
9
9
9
9
9
9
,

、
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
t
;

‘

1

9

9

9

9

9

9

9

.

私
が
県
公
連
会
長
に
出
さ
れ
た
の
は

市
長
は
予
算
獲
得
が
う

公
民
館
は
単
な
る
旋
設

で
な
い
。
公
民
館
ば
町
村
と
い

館
連
合
会
理
事
、

今
年
は
副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

に
記
し
て
い
る
。

合
会
長
に
選
任
さ
れ
て
以
来
、

関
東
甲
信
越
静
代
表
で
全
国
公
民

寺
中
課
長
は
「
公
民
館
は
ど
ん
な
も
の
か
」
の
中
に
次
の
よ
う

制
旅
行
、

翌
年
私
ば
市
長
当
選
、

昭
和
四
八
年
新
潟
県
公
民
舘
連

飽
」
で
、

寺
中
構
想
を
具
体
的
に
解
説
し

石

井

耕

心
に
い
た
鈴
木
健
次
郎
文
部
事
務
官
が
「
郷
土
自
治
建
殻
と
公
民

そ
の
煎
々
年
に
は
社
会
教
育
法
が
麓
行
さ
れ
、

寺
中
欝
想
の
中

全
国
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
げ
た
。

な
新
築
第
一
号
の
公
民
詰
が
実
現
し
た
。
翌
昭
和
二
六
年
の
秋
に

公
民
館

見
直
し

幸
い
議
会
の
議
決
を
得
て
r

新
潟
県
で
本
格
的

遅
動
が
起
こ
っ
た
。

い
町
長
と
助
役
は

反
対
が
強
ま
る
ほ
ど

昭
和
二
五
年
に
公
民
館
の
~
所
築
を
発
表
す
る
と

猛
烈
な
反
対

い
で
蛹
人
で
あ
る
。

協
力
す
る
こ
と
に
な
っ

私
た
ち
は
三
二
歳
で
あ
っ
た
。

務
の
公
民
館
長
に
選
任
さ
れ

ま
ず
飛
び

で
き
た
の
が
青

し
た
。
町
会
議
員
の
経
験
危
な
か
っ
九
の
で

租
が
助
役
と
し
て

小
学
校
高
等
科
の
空
い
た
教
室
に
公
民
館
を
設
置
し

私
が
兼

翌
昭
和
二
二
年
、

私
と
同
年
の
友
人
が
公
選
初
代
町
長
に
当
選

し
い
町
作
り
に
寺
中
構
想
を
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
。

る。

設
と
精
神
的
建
設
と
を
一
体
に
し
た
町
行
政
の
方
針
を
立
て

館
の
歴
史
を
語
る
と
き
f

必
ず
「
寺
中
桐
想
」
と
い
う
言
葉
が
出

窮
迫
し
て
い
る
。

何
応
か
も
新
発
足
で
あ
る
°
私
は
、
物
理
的
建

設
」
を
書
い
た
。

私
は
む
さ
匿
る
よ
う
に
院
ん
だ
。
今
で
怠
公
民

長
い
戦
争
で
建
設
事
業
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い
な
、
。

財
政
は

た
。
そ
の
年
の

寺
中
作
読
社
会
教
育
課
長
が

「
公
民
誼
の
建

で
あ
る
。

帰
し
て
間
も
な
く
、

公
民
誼
設
置
に
関
す
る
文
部
次
官
通
牒
が
出

ま
ず
苦
労
し
た
の
か
讃
会
対
策
で
あ
っ
た
。
議
会
対
策
と
い
っ
て

応
f
結
局
は
こ
れ
か
ら
の
町
を
ど
う
ナ
る
か
、

私
が
沖
縄
の
玉
砕
軌
か
ら
生
還
し

町
役
場
の
総
務
認
長

議
会
議
員
の
平
均
年
齢
は

私
た
ち
よ
り
一
五
歳
上
で
あ
る
。
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烏
羽
商
船
高
等
専
門
学
校

習
浮
工
業
高
等
専
門
学
校

学
校
紹
介

高
等
専
門
学
狡
制
度
の
経
緯
と
現
択
大
学
局
技
術
敦
育
課

1

次

（
出
席
者
）

高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
学
生
指
導
と
進
路
状
況
河

上

房

義

解
説
こ
貧
料

高
等
専
門
学
校
敦
育
と
技
術
料
学
大
学

齋

藤

信

義

高
等
専
門
学
校
敦
育
の
理
念
と
実
践

西
田
亀
久
夫

市
川
蕨
野

真
人
。
岡
野

喜
一
（
司
会
）

澄

・

緒

万

信

佐

藤

次

郎

高
等
専
門
学
校
の
歩
み
と
今
後
の
展
望

座
談
会

高
等
専
門
学
校
へ
の
期
待

特
集

高
等
専
門
学
校

号

目

汰

- ---I 

齋
藤

進
六

▽
冷
夏
と
言
わ
れ
た
今
年
の
夏
も
終
わ
り
4

読
書
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
そ
し
て
ま
た
芸
術

に
も
、
ひ
と
き
わ
熱
の
高
ま
る
秋
が
や
っ
て

き
た
。
今
月
は
、
各
地
に
お
け
る
住
民
の
学

習
活
動
の
拠
点
概
関
と
し
て
の
一
＇
を
民
館
」

望
特
集
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
。

▽
公
民
館
が
社
会
教
育
法
の
制
定
に
よ
っ
て

法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
か
ら
三

0
年
が
経

過
し
た
が
、
こ
の
間
、
一
貫
し
て
各
地
の
社

会
敦
育
の
中
心
的
概
関
と
し
て
整
俯
・
活
用

さ
れ
て
き
た
。
迂
年
は
，
．
生
涯
教
育
と
い
う

思
潮
の
も
と
に
、
特
に
地
方
に
お
い
て
、
各

種
の
学
級
・
麟
座
が
開
設
さ
れ
、
あ
る
い
は

ま
た
様
々
な
行
事
が
、
公
民
館
を
中
心
に
辰

開
さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
規
撲
は
別
と
し

て
、
鱈
数
一
万
七
千
余
は
、
小
学
校
約
二
万

五
千
校
と
比
べ
て
み
て
も
、
大
変
な
普
及
で

あ
ろ
う
e

▽
一
方
て
、
大
都
市
に
公
民
館
が
少
な
い
と

し
う
の
危
―
つ
の
特
徴
で
あ
る
e

更
に
ま

た
｝
カ
ル
チ
ャ
ー
七
ン
タ
ー
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
民
間
の
敦
育
文
化
産
業
の
発
畏
や
、
図

書
館
、
博
物
館
等
の
整
備
に
よ
っ
て
、
地
方

に
お
い
て
窓
、
住
民
の
学
習
の
場
は
多
様
化

し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
り
な
新
し
い
時
代

を
迎
え
て
、
公
民
館
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て

い
る
が
、
本
号
が
そ
の
手
が
か
り
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
コ
ー
デ
、
べ
P
｀
ネ
ー
タ

1
の
機
詭

を
持
つ
こ
と
と
併
せ
、
公
民
館
の
果
た
す
役

割
は
、
今
後
も
非
常
に
大
き
い
の
で
は
な
か

ろ

う

か

。

（

企

画

室

）
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